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NHYA 分類が classⅣ；19 人、classⅢ；35 人
であった。左室駆出率は 29±11%と著明に低
下しており、心電図における QRS 幅も 169±
35 (range:113–291) msec と延長していた。 
 
 









では 2点ペーシングと比較し dp/dt 値、タウ
値いずれも有意に指標値の改善を認めた
（ dp/dt; 826 ± 264 → 861 ± 239msec 
(p=0.001) 、タウ ; 65.8 ± 14.9 → 60.3 ±
15.1msec (p=0.0002)）。また、心電図上の QRS
幅、心エコーから得られる左室同期の指標と
なる Ts-SD 値も上記同様 baseline よりも有
意に 2点ペーシングで数値の改善を認め（QRS
幅; 169±35 → 158±26 msec, p=0.036、
Ts-SD; 42.3 ± 18.0 →  34.1 ± 14.7ms, 
p=0.027）、さらに 3点ペーシングによる値が
有意に 2点ペーシングによる数値よりも良好
な結果であった（QRS 幅; 158±26 → 140±






 続いて、初期連続 26 症例について、2点
ペーシング時の dp/dt 値よりも 3 点ペーシン





行ったところ、Baseline における QRS 幅、
Ts-SD 値では、両群間で有意差を認めなかっ
たが、baseline の左室拡張末期容積(R;279±
93 vs. N;202±63msec, p<0.02)と dp/dt 値
(R;632±182 vs. N;814±184mmHg/s, p<0.02)
において両群間で有意差が認められた。以上
から、左室拡張末期容積が拡大しており、
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